
１２．１２．１２．１２．１２．バナジウムバナジウムバナジウムバナジウムバナジウム（（（（（ＶＶＶＶＶ）））））
　植物体のバナジウム(V)含量については、Cannon1)が、非鉱質土壌の植物について下
等植物ほどＶ含量が増える傾向にあること、Bertrand3)が62種の植物のＶ含量が0.27
～4.2（平均１）ppmであること、Fleming2)は、pH5.8～6.1の排水良好な褐色土壌に
生育する牧草（オ－チャ－ドグラス、メド－フェスク、ペレニアルライグラス、チモ
シ－、アカクロ－バ）地上部各部位のＶ含量が0.5ppm以下であることをそれぞれ報告
している。また、海棲動植物のほとんどがＶを含有しているという報告もある1)。
　先に述べたように、微量のＶは、人間の栄養面で注目されているが、多量のＶは、
人間や動物にとって有害である。ほとんどの食品中のＶ含量は、1ppm以下であり、動
物はＶを骨に蓄積する傾向にあることから、肉はＶの良好な供給源となりえないとさ
れている。したがって、人間に対するＶの危険性のうち食品に由来する面は、ごくわ
ずかであると考えられている4)。
一方、Cannon1)は、ある種の植物がＶを多量に蓄積し、Ｖの含有量が草食動物にとっ
て有害になるかもしれないと報告している。
　砂耕栽培の大麦にメタバナジン酸アンモニウムを添加すると生育が増加すること、
メタバナジン酸アンモニウムやリン酸肥料中の不純物の形でのＶの添加は、アカクロ
－バの収量をわずかに増加させること、培養液栽培のレタスに0.1ppmのＶを添加する
と、時として生育が促進されることなどが報告されているが、これらの報告における
Ｖの添加効果は小さく、Ｖの高等植物における必須性はまだ明確にされていない1,3)。
　Ｖの植物生育に対する毒性は、化合物によって異なる。例えば、大麦を用いた培養
液栽培では、塩化バナジウムはバナジン酸カルシウムの1/10の 濃度で毒性を示すこ
とが報告されている3)。１２－２表に各種植物に対する毒性発現濃度を示した。過剰

のＶによる植物被害の徴候は、最初に下位茎の色が濃くなり、これが葉の先端にも現
れる。続いて、先端部に鉄欠乏クロロシスが発現し、植物全体が赤色化し、枯死する
1)と報告されている。
　培養液栽培のダイズやエンドウ、ウラニウム－バナジウム鉱床付近に生育する植物
などの部位別分析によって、Ｖは根に多量に蓄積し、ほとんど地上部へは移行しない
ことが明らかにされている1,3)。
　Ｖを特異的に蓄積する植物としては、毒キノコ－ベニテングタケ（Ｖ61 ～
156ppm）－が知られている3)。緑藻や細菌では、Ｖを必須元素とするものが知られて
おり1,3)、ある種の豆科植物の根粒菌は、根粒中での窒素固定においてモリブデンよ
りもむしろＶを好むものであることが報告3)されている。
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1,3)１２－１表 非鉱質土壌に生育する植物の １２－２表 各種作物に対するバナジウムの阻害濃度
1)平均バナジウム含有量

生 育
植 物 Ｖppm 植 物 Ｖppm 植 物 栽培様式 生育段階 阻害濃度 添 加 形 態 研究者

灰分中 乾物中 灰分中 乾物中 Ｖppm
3)禾 本 科 20 1.4 とくさ属 14 2.4 イ ネ －－－－－ 500 ﾒﾀﾊﾞﾅｼﾞﾝ酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ Chiu

3)豆 科 12 0.84 し だ 類 20 1.28 サマ－オレンジ 土耕(砂土) 幼 植 物 150 ﾊﾞﾅｼﾞﾝ酸ｶﾙｼｳﾑ Vanselow
1)落葉灌木 30 2.7 糸 状 菌 7 0.22 ソ ル ガ ム 10 ﾒﾀﾊﾞﾅｼﾞﾝ酸ｱﾝﾓﾆｳﾑ Cannon

落葉樹木 15 1.65 こけ類* 200 108 ア マ 培 養 液 5
3)針 葉 樹 21 0.69 地 衣 類 98 8.6 ダ イ ズ －－－－ 5 －－－－－ Warington

*：鉱質水流に生育 エ ン ド ウ 2.5
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１２－３表 植物体のバナジウム（１）

植 物 名 栽 培 組 織 齢・生育段階・産地・条件・採取時など Ｖｐｐｍ（乾物） 研究者（年）
（学 名） 様 式 欠乏 低 中 高 過 剰

1.. 133.0Allium 根 ユタ州ウラニウム－バナジウム鉱床周辺
2.. 144.0Astragalus 植 物 体 同上
3.. , , V260ppm 30.0*Astragalus 野 生 地 上 部 コロラド州 同上鉱床周辺土壌中
4.. V1500ppm 400*Astragalus 地 上 部 同上、土壌中

67.0preussi 植 物 体 ユタ州ウラニウム－バナジウム鉱床周辺
1956 pH7.9 50.0*(ゲンゲ属) ﾌﾟﾛｯﾄ 地 上 部 年、

V 6ppm 150*根 土壌中水溶性 <
5. 22.0Castilleja 野 生 ユタ州ウラニウム－バナジウム鉱床周辺
6. 37.0Chrysanthamum 植 物 体 同上
7. V 280ppm 80.0*Cleome ﾌﾟﾛｯﾄ 土壌中水溶性
8. 7.40Cowania 野 生 ユタ州ウラニウム－バナジウム鉱床周辺
9. 15.0*Descurainia 無添加 <

+K UO VO 2 3H O 100*obtusa 土壌中 ｶﾙﾉ石 ( ) ( ) ･ 添加2 2 2 4 2

+CaSO nH O 24.0*地 上 部 水溶性 ｶﾙﾉ石 ･ 添加4 2

V 6ppm +Ca PO 20.0*ﾌﾟﾛｯﾄ < ｶﾙﾉ石 ( ) 添加3 4 2

+Na SeO 250*ｶﾙﾉ石 添加2 3

V 280ppm 80.0*(クジラグサ属) 植 物 体 土壌中水溶性
10. 15.0Eriogonum 野 生 植 物 体 ユタ州ウラニウム－バナジウム鉱床周辺

)11. 15.0* Cannon 1963Eschschottzia 無添加 < ( )1

1954 +K UO VO 2 3H O 15.0*californica 年 ｶﾙﾉ石 ( ) ( ) ･ 添加 <2 2 2 4 2

+CaSO nH O 30.0*(ハナビシソウ) 地 上 部 土壌中 ｶﾙﾉ石 ･ 添加4 2

+CaCO 15.0*水溶性 ｶﾙﾉ石 添加 <3

V 6ppm +Ca PO 15.0*< ｶﾙﾉ石 ( ) 添加 <3 4 2

+Na SeO 75.0*ｶﾙﾉ石 添加2 3

12. 1955 35.0*Grindelia 地 上 部 年、カルノ石＋石こう添加
pH7.7 500*ﾌﾟﾛｯﾄ 根

1956 pH6.7 50.0*地 上 部 年、カルノ石添加、
150*根

13. pH6.6 50.0*Grindelia 無添加
1954 +K UO VO 3H O 7.3 105*aphanactis 年 ｶﾙﾉ石 ( ) ( ) ･2 2 2 4 2 2

+CaSO nH O 7.0 25.0*地 上 部 土壌中 ｶﾙﾉ石 ･ 添加4 2

+CaCO pH 6.9 15.0*水溶性 ｶﾙﾉ石 添加3

V 6ppm +Ca PO pH 6.5 25.0*< ｶﾙﾉ石 ( ) 添加3 4 2

+Na SeO pH 7.7 84.0*ｶﾙﾉ石 添加2 3

V 140ppm 150*植 物 体 土壌中水溶性
14. 155*Gutierrezia 野 生 植 物 体 ユタ州ウラニウム－バナジウム鉱床周辺
15. 165*Oryzopsis 植 物 体 同 上
：灰分中、 (ﾈｷﾞ属)、 、 、 (ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ科)、* 1: 2: 3: 5:Allium macropetalum Astragalus comfertiflorus Astragalus pallersoni Castilleja angustifolia

(ｷｸ属)、 (ｾｲﾖｳﾌｳﾁｮｳｿｳ属)、 、 、 、6: 7: 8: 10. 14.Chrysanthamum viscidiflorus Cleome serulata Cowania stansburiana Eriogonum inflatum Gutierrezia divaricata
( ｲﾈ科)15. Indian Rice-Grass:Oryzopsis hymenaides
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１２－３表 植物体のバナジウム（２）

植 物 名 栽 培 組 織 齢・生育段階・産地・条件・採取時など Ｖｐｐｍ（乾物） 研究者（年）
（学 名） 様 式 欠乏 低 中 高 過 剰

16. pH6.6 10.0*Verbesina 無添加
1954 +K UO VO 3H O, pH 7.3 25.0*ncelioides 年 ｶﾙﾉ石 ( ) ( ) ･2 2 2 4 2 2

Butter Daisy +CaSO nH O ,pH 7.0 15.0*( ) 地 上 部 土壌中 ｶﾙﾉ石 ･ 添加 <4 2

+CaCO pH 6.9 15.0*水溶性 ｶﾙﾉ石 添加 <3

V 6ppm +Ca PO pH 6.5 10.0*ﾌﾟﾛｯﾄ < ｶﾙﾉ石 ( ) 添加3 4 2
)ｶﾙﾉ石 添加 ( )+Na SeO pH 7.7 20.0* Cannon 19632 3
1

1955 +Ca PO pH7.5 10.0*地 上 部 年、ｶﾙﾉ石 ( ) 添加、3 4 2

V 6ppm 1500*根 土壌中水溶性 <
V 560ppm 40.0植 物 体 土壌中水溶性

17. 1957 V 6ppm 10.0*Stanleya ﾌﾟﾛｯﾄ 地 上 部 年、土壌中水溶性 < <
pH7.5 CaCO 70.0*根 、 添加3

112ベニテングダケ 野 生 子 実 体 －－－－
0.11オ－チャ－ド 穂

S.143 0.23グ ラ ス 葉 品種
0.05茎
0.06メド－フェスク 穂

S.53 0.22( 葉 品種Festuca
0.05elatior) 茎
0.07ペ レ ニ ア ル ﾌﾟﾛｯﾄ 穂 成熟初期

)ラ イ グ ラ ス 葉 土壌 ～ 品種 ( )pH 5.8 6.1 Irish Commercial 0.27 Fleming 1963 2

0.04茎 排水良好褐色土壌
0.09チ モ シ － 穂

S.48 0.16( 葉 品種Phleum
0.02pratense) 茎

Montgomery 0.17アカクロ－バ 穂 品種
0.27( 葉 開花期Trifolium
0.08pratense) 茎

Dactylis glomerata Lolium perenne* - - : :：灰分中、ｵ ﾁｬ ﾄﾞｸﾞﾗｽ 、ﾍﾟﾚﾆｱﾘﾗｲｸﾞﾗｽ
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